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この四角錐を z 軸に垂直な平面で切った断面は正方形である。 
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①の範囲の tz  における断面のうち、 122 ≧yx  の部分を考える。 
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)(tL を で表すと 
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求める体積は 
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ここで 
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以上により 
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3244   ……(答) 

 

※2012 年東工大□6 では、三角錐について類題が出題された。 


